
 

子どもが安心安全に登校できる通学路整備プロジェクト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸市にある国登録有形文化財を保存･活用した地域活性化プロジェクト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景・現状 

 本市では、９年間を見通した系統的な小中一貫教育に力を入れてお

り、地域の中で子どもが育つ仕組みづくりに取り組んでいます。昨今、

登下校中の子どもたちが車に巻き込まれる事故が全国的に多発してお

り、安心安全な通学路づくりが求められています。 

具体的な内容 

 以下の事業を実施します。 

〇教育部、都市整備部、警察など関係機関で通学路の合同点検を実施 

〇危険個所の整理、通学路のカラー塗装、路面表示の引き直し、歩道幅

員の確保等の安全対策 など 

登下校中の子どもたちの様子 

関係するＳＤＧｓ 

目指す都市像 都市像② 

安心して子育てができ、子どもが健やかに育つまち 

背景・現状 

 本市は 1000年以上の歴史を誇るやきもののまちです。市内には、愛知

県内初の日本遺産認定を受けた本市でしか見ることのできない「窯垣」

や陶器を取り入れた橋・陶壁などがあふれ、職人たちが引き継いできた

様々なデザインに触れることができます。 

具体的な内容 

 以下の事業を実施します。 

〇「旧山繁商店保存活用計画」に基づく全体コンセプトプランの作成 

〇地域活性化の拠点施設としての基本設計・実施設計・整備 

〇地域住民等とのワークショップや公開イベントの開催 など 

旧山繁商店の外観 

関係するＳＤＧｓ 

目指す都市像 都市像③ 

地域に住まう市民が自立し支え合い、笑顔あふれるまち 

目標金額 

50,000,000円 

目標金額 

10,000,000円 


